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　また，Bates は子どもにおける言語形式の分離と成人失語における言語分類（特に Broca と
Wernicke 失語症の対比）の不可解な類似性について述べている。典型的な Broca 失語は，失文症
と表現され，流暢でない電文体の発話で，機能語や文法上の屈折語を抜かす。Wernicke 失語は，表
面的には形式が整った非常に流暢な発話であるが，意味がなく代名詞を多用して定形表現に頼る。
「理解主導型」は Broca 失語に対応し，「生成主導型」は Wernicke 失語に対応して診断されるとす









































































































































































































　言語についての３番目の提言は，名詞的 / 代名詞的文体の対比に関する最初の考察の中で Bloom
ら（1975）によって導入された。彼らは，名詞を多用する子どもは言語の語順特性を重視している
と提言した（上記考察の Lieven と Ramer によるエビデンスと一致している）。これに対して代名
詞を多用する子どもは，文法を用い始める時期に形態を重視している（拘束的な語，独立語ともに




































































































































































の発話は Wernicke 失語に対応する。Wernicke 失語は，表面的には形式が整った非常に流暢な発話
であるが，意味がなく代名詞を多用して定形表現に頼るものである。Bates は子どもにおける言語
形式の分離と成人失語における言語分類（特に Broca 失語症と Wernicke 失語症の対比）の類似性

























 　　　　練習に用いる）  を変化させてコミュニケーションする）
 　　　（環境内の事物に関心がある） （社会的状況を操作するのに言語を用いる）
 Bloom et al.（1975）
 　　　「名詞アプローチ」 「代名詞アプローチ」
 　　　（2つの内容語を結合させる） （事物と事物の関係を代名詞と内容語を
   結合させる）
 Bates（1988）　「分析的産出」 「非分析的な産出」
 　　　　　　　　を行う子ども  を行う子ども
 　　　　　　　　「理解主導型」 「生成主導型」
 （人々が何を言おうとしているかに関心） （他の人の発する声の流れをまねようとする）
 　　　　 ＊左半球優位 ＊右半球優位
 　（Broca 失語に対応， （Wernicke 失語に対応，
 　「失文症」：流暢でない電文体の発話。  流暢な発話，意味がない。











































































５）Broca 領野と Wernicke 領野
　　左半球前頭葉第三前頭回脚部は，Broca 領野とよばれ，左半球側頭葉第一側頭回後部は Wernicke 領野とよ
ばれる（波多野，1991）。Bates は，Broca 領野対 Wernicke 領野という脳の左半球間の対比だけでなく，左
半球優位と右半球優位の対比についても否定していない。
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